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1. 背景 

岡山市が管理するシェッドの数は、2025 年 4 月現在 2 基あります。建設後の経過年

数が平均で約 27 年であり、比較的新しい施設ですが、今後、高齢化が確実に進んで

いきます。 

シェッドにおいても、コンクリートの「ひびわれ」、「うき」、「鉄筋露出」等の変状

が確認されており、定期点検による早期発見と点検・診断に基づく対策実施を計画的

に行うことが必要となります。 

 

2. 岡山市シェッド長寿命化修繕計画の対象施設 

長寿命化修繕計画の対象施設は、2025 年 4 月現在で図 1 に示す 2 基となります。 

  

川口洞門（1997 年）          川口第 2 洞門（2000 年） 

図 1 施設写真 
 

3. 計画期間 

本計画の期間は 50 年（2021 年～2070 年）とします。 

 

4. 健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

(1) 健全度把握の基本的な方針 

健全度の把握については、シェッドの設置年度や立地条件等を十分に考慮して実

施するとともに「岡山県道路構造物点検マニュアル（案）（シェッド，大型カルバ

ート等編）令和 7 年 3 月※」に基づいて定期的に点検を実施し、下表に示す判定区

分で健全性の診断を行い、損傷を早期に把握します。 

※点検要領やマニュアル等の改訂版に基づき定期点検を実施する。 
 

表 健全性の診断の区分 

区分 状態 

Ⅰ 健全 施設の機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ 予防保全段階 
施設の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講

ずることが望ましい状態 

Ⅲ 早期措置段階 
施設の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状

態 

Ⅳ 緊急措置段階 
施設の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、

緊急に措置を講ずべき状態 
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(2) 日常的な維持管理に関する基本的な方針 

シェッドを良好な状態に保つために、日常的な維持管理としてパトロール等の実

施を徹底します。 
 

5. 対象施設の長寿命化に関する基本的な方針 

健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針とともに、予防的な保全

を行うことにより、施設を長持ちさせ、修繕・架替えに係る費用を抑えながら安全を

確保します。 
 

6. 定期点検 

5 年に 1 度の頻度で定期点検を実施します。 
 

7. 費用の縮減 

(1) 新技術等の活用 

今後、定期点検や施設修繕に際し、従来技術と新技術の比較検討を行い、有効な

技術は積極的に活用し、コスト縮減や効率化を図ります。 

2029 年度（令和 11 年度）までに新技術を活用した点検を進め、約 150 万円のコ

スト縮減を目指します。 
 

(2) 施設の集約化・撤去 

シェッドについて、集約化・撤去を検討しましたが、迂回路がなく、道路の利用

状況から廃道が困難、道路法面防災対策上、必要な施設であることなど総合的に勘

案し、現時点で集約化・撤去が可能な施設はありませんでした。今後、施設の利用

状況等の変化に応じ、適宜、集約化・撤去について検討する予定です。 
 

8. 代表的な損傷事例 

主梁のはく離 主梁の鋼材露出

頂版の鉄筋露出 山側受台のひびわれ、遊離石灰  
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9. 点検・修繕計画 

今後の点検・修繕計画は、別紙の計画表に示すとおりです。優先順位付けに当たっ

ては、第三者被害の懸念、主要部材の損傷有無、路線の重要性やシェッド全体の健全

度などを総合的に勘案して決定します。 

今後の点検結果により新たに健全度Ⅲ判定となる施設については早期に着手しま

す。また、判定区分「Ⅱ」と判定された施設は、橋梁等他の施設修繕の進捗を考慮し

つつ、予防保全の観点から対策を推進します。 

今後も引き続き点検を実施し、その結果により適宜、計画の見直しを行いながら、

道路利用者の安全確保を最優先として、計画的にシェッドの長寿命化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画改訂履歴】 

令和 3 年 3 月 策定 

令和 7 年 7 月 改訂
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個別施設計画 

（R2～R11：10 年間） 

№
施
設
名

路
線
名

延
長

幅
員

施
設

建
設
年

前
回
点

検
年
度

健
全
度

対策内容 項目 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11
概算
事業費
(百万円)

R12以降の予定

点検 ○ ○ 点検（R15）

設計

※

設計（R16）

補修 6
補修（R17）
　ひびわれ補修

点検 ○ ○ 点検（R15）

設計

※

設計（R21）

補修 16
補修（R22）
　ひびわれ補修、断面修復

注）※について、現計画ではR11までに事業着手予定はなく、予防保全型の補修を行った場合の概算事業費

2000 2023 Ⅱ

主梁・横梁・頂版・支柱
(ひびわれ修復・断面修
復)・下部工(ひびわれ
修復・断面修復)

1997 2023 Ⅱ
主梁・横梁・頂版・支柱
(ひびわれ修復)・下部
工(ひびわれ修復)

シ

ェ
ッ
ド

1 川口洞門 県道落合建部線 58 7

シ

ェ
ッ
ド

2 川口第２洞門 県道落合建部線 136 8

 


